
第２回 信州知の連携フォーラム

コンテンツの再価値化
ー地域の文化資産を繋ぎなおし、読み解きなおすー

2018年2月22日信州大学附属図書館

美術館の内なるMLAトライアングルについて
松本透
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水谷長志、研究文献レビュー「MLA連携―アー

ト・ドキュメンテーションからのアプローチ」、
『カレントアウェアネス』(No.308, 2011.6)
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Archive性の強い施設

・早稲田大学演劇博物館（1928）/Waseda University Tsubouchi Memorial    

Theatre Museum

＊演劇（上演芸術）

・慶應義塾大学アート・センター（1993）/Keio University Art Center

＊土方巽（舞踊）、瀧口修造（美術評論・詩・絵画）、油井正一（ジャズ評論）、ノグチ・ルーム（彫

刻・建築・環境デザインなど）

・東京国立近代美術館フィルムセンター(1970) /National Film Center, MoMAT

→国立映画アーカイヴ（2018.04）/National Film Archives of Japan

＊映画（上映芸術）

・国立近現代建築資料館（2012）/National Archives of Modern       

Architecture

＊建築



［左］河野通勢《アダムとイヴ》1914年油彩・キャンバス
長野県信濃美術館

［右］河野通勢《裾花川の河柳》1915年油彩・キャンバス
長野県信濃美術館



［左］河野通勢《裾花川の河柳》1915年油彩・キャンバス
長野県信濃美術館

［右］河野通勢《裾花川の河柳下絵》1915年コンテ・紙
調布市武者小路実篤記念館



『東京国立近代美術館所蔵品目録岸田劉生作品と資料』
Catalogue of Collection 
Ryusei Kishida Works and Archives, 1996



『岸田劉生作品と資料』
II. 画稿

『岸田劉生作品と資料』
III. 資料 III-1 手帖・日記など



『岸田劉生作品と資料』
III. 資料 III-2. 書簡

『岸田劉生作品と資料』
III. 資料 III-3 写真



美術館における“アーカイヴ”の定義
―ニューヨーク近代美術館の場合

定義
A1  MoMAアーカイヴズ
A2  個人的および職務上の文書
B    20世紀の手稿コレクション
C    MoMAの記録



ニューヨーク近代美術館

事業記録および文書（A～Z）



・・・以下省略

ニューヨーク近代美術館

MoMA以外の組織および個人の記録（A～Z）

・・・以下省略

ニューヨーク近代美術館

未処理の記録、部外秘の記録、収蔵予定の文書



Series I: 書簡/ II: 美術館関係/ III: 展覧会とカタログ/ IV: 執筆/ V: 講演・スピーチ・賛辞/ VI: 
テーマ的関心と研究ファイル/ VII: 抽象芸術・キュビスム・フューチュリスム/ VIII: ファイニ
ンガー関係/ IX: ロシア関係/ X: マティス/ XI: ピカソ/ XII: 栄誉・受賞・貢献/ XIII: ノート/ XIV: 
館外活動/ XV: N.A.ロックフェラー関係/ XVI: 年譜および個人的資料/ XVII: 文献目録

Alfred H. Barr, Jr. アーカイヴ



Alfred H. Barr, Jr. 書簡
Series I: 書簡 1913-1989
・Subseries I.A: 書簡一般 1927-1985
・Subseries I.B:職務上の書簡（Margaret S.

Barr文書から移管） 1929-1986
・Subseries I.C: 個人的書簡 1913-198

・・・以下省略（全637通）

・・・以下省略

・・・以下省略


